
8

そうじゃ  議会だより

9

い
。
進
捗
率
は
総
事
業
費
61
億

円
の
20
％
で
あ
る
。	

（
市
長
）

　
用
地
買
収
で
26
筆
、
５
４
５

２
㎡
、
買
収
金
額
２
億
２
６
７

万
円
で
、
家
屋
移
転
補
償
費
12

件
、
金
額
３
億
１
２
４
２
万
円

で
あ
る
。	

（
建
設
部
長
）

た
こ
と
に
つ
い
て
市
民
に
感
謝

し
た
い
。
値
下
げ
を
含
め
て
今

年
度
中
に
総
社
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
協
議
会
の
中
に
ご
み
袋

料
金
見
直
し
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
の
中
に
赤
ち
ゃ
ん
、

高
齢
者
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な

方
の
お
し
め
を
ご
み
袋
に
入
れ

て
出
す
場
合
の
無
料
化
も
考
え
、

抜
本
的
に
検
討
す
る
が
、
こ
れ

か
ら
も
平
成
17
年
度
比
20
％
減

の
数
値
を
市
民
が
守
っ
て
く
れ

る
か
約
束
事
を
つ
く
り
た
い
。

実
施
は
平
成
22
年
度
以
降
と
な

る
。

❸
昨
年
度
は
３
４
６
万
円
、
52

人
の
寄
附
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
で
得
た
利
益
は
差
し

引
き
３
２
３
万
円
と
な
る
。
岡

山
県
で
は
、
15
市
の
中
で
二
番

目
に
多
い
寄
附
と
な
っ
て
い
る
。

財
政
上
も
あ
り
が
た
い
し
、
ふ

る
さ
と
総
社
の
共
有
感
醸
成
も

で
き
る
の
で
、
全
力
で
取
り
組

設
計
に
入
り
、
国
土
交
通
省
の

臨
時
交
付
金
55
％
補
助
の
残
金

部
分
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例

債
で
対
応
し
、
平
成
26
年
度
末

に
は
完
工
し
た
い
。
国
土
交
通

省
の
幹
部
の
話
で
は
事
業
仕
分

け
の
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り
た

は
ど
う
か
。

答
❶
政
権
が
変
わ
っ
て
大
き

く
三
つ
考
え
て
い
る
。
一

点
目
は
予
算
に
か
か
る
変
化
、

二
点
目
は
制
度
が
変
わ
っ
て
い

く
も
の
に
つ
い
て
ど
う
ス
タ
ン

ス
を
と
っ
て
い
く
か
、
三
点
目

は
確
固
た
る
税
財
源
を
受
け
て

自
立
す
る
心
構
え
。
そ
の
中
で

民
主
党
窓
口
一
元
化
に
つ
い
て

は
、
民
主
党
へ
も
正
規

の
ル
ー
ル
、
ル
ー
ト
で
、

ま
た
自
民
党
に
も
陳
情

す
る
な
ど
、
霞
ヶ
関
に

も
正
々
堂
々
と
市
民
、

市
の
た
め
な
ら
ど
の
よ

う
に
で
も
す
る
心
構
え

で
あ
る
。

❷
市
長
選
挙
に
出
馬
の

際
、
ご
み
袋
料
金
の
見

直
し
を
約
束
し
た
。
平

成
17
年
度
と
比
較
し
て

22
・
１
％
減
に
到
達
し

保
が
な
さ
れ
る
の
か
、
今
後
の

見
通
し
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
清
音
神
在
本
線
の
起
点

か
ら
東
総
社
中
原
線
ま
で

の
間
は
３
月
31
日
に
供
用
開
始

と
な
る
。
平
成
22
年
度
は
４
億

円
を
投
じ
て
右
岸
側
の
買
収
、

と
同
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
、
高
齢

者
、
体
の
不
自
由
な
人
の
お
し

め
を
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
場

合
、
ご
み
袋
無
料
化
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

❸
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
各

自
治
体
の
財
源
確
保
の
た
め
、

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
が
、
実
態
は
ど
う
か
。
各
自

治
体
と
も
今
年
度
は
大
幅
減
少

と
聞
く
が
、
こ
れ
か
ら
の
対
応

後
、
橋
脚
、
富
原
工
区
と
平
成

26
年
度
完
成
を
目
指
し
て
事
業

が
行
わ
れ
る
が
、
民
主
党
政
権

に
な
り
、
大
型
事
業
の
見
直
し

で
、
交
付
金
の
確
保
や
、
合
併

特
例
債
の
う
ち
交
付
税
算
入
が

果
た
し
て
な
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
計
画
ど
お
り
工
事
、
予
算
確

〈〈

持

堅

吾
〉〉

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

問
❶
政
権
交
代
に
よ
り
総
社

市
に
お
い
て
も
従
来
の
施

策
か
ら
大
き
く
変
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
想
像
さ
れ
る
が
、

市
長
の
言
動
い
か
ん
で
利
益
に

な
る
か
不
利
益
に
な
る
か
、
重

大
で
あ
る
の
で
、
本
当
の
意
味

で
自
立
で
き
る
よ
う
、
綿
密
な

戦
略
も
大
変
重
要
に
な
る
。
副

市
長
、
政
策
監
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
市
民
の
た
め
に
全
力

を
傾
注
し
て
も
ら
い
た
い
し
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
の
舵
取
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

❷
選
挙
公
約
の
ご
み
袋
料
金
の

見
直
し
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

３
年
間
で
ご
み
排
出
量
を
平
成

17
年
度
比
20
％
減
の
目
標
値
を

達
成
し
て
い
る
の
で
、
見
直
し

る
。
国
の
事
業
仕
分
け
に
よ
っ

て
、
従
来
の
よ
う
な
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
や
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
的
な
支
援
が
今
後
も

も
ら
え
る
か
ど
う
か
懸
念
し
て

い
る
。
残
事
業
に
は
17
億
円
が

必
要
と
思
う
が
、
国
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
、
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
　
現
行
下
の
事
業
で
約
17

億
円
を
残
し
て
平
成
22
年

末
で
終
結
す
る
。
市
と
し
て
は
、

見
直
し
対
象
と
な
っ
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
も
う
５
年

延
長
す
る
契
約
で
、
こ
れ
を
使

っ
て
完
了
に
持
ち
込
み
た
い
。

強
く
国
に
対
し
、
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
元

に
も
説
明
会
を
開
い
て
情
報
を

的
確
に
伝
え
た
い
。	

（
市
長
）

清
音
神
在
本
線
整
備
事

業
に
つ
い
て

問
　
平
成
17
年
度
か
ら
事
業

着
手
し
、
今
ま
で
に
新
架

橋
下
部
工
事
、
中
原
工
区
を
実

施
。
用
地
取
得
補
償
、
道
路
工

事
を
行
い
、
平
成
22
年
度
末
に

完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

中
原
工
区
で
用
地
取
得
面
積
、

家
屋
移
転
戸
数
、
金
額
等
を
数

字
で
示
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
今

ごみ袋料金の見直しと合わせて無料化が提唱されたおしめ

り
契
約
金
額
、
受
注
件
数
は
少

し
減
少
し
て
い
る
が
、
県
下
で

は
非
常
に
活
動
が
活
発
な
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
今
後
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

	
（
保
健
福
祉
部
長
）

高
齢
者
対
象
の
も
の
は
、
中
央

公
民
館
で
は
福
寿
学
級
、
山
手

公
民
館
で
は
吉
備
路
学
級
講
座

が
行
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

満
足
し
て
い
る
。
今
後
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
な
る
よ
う
、

知
識
や
技
能
を
生
か
す
学
習
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
第
一
次
総
社
市
生
涯

学
習
推
進
基
本
計
画
が
平
成
22

年
ま
で
な
の
で
、
来
年
度
は
見

直
し
検
討
し
て
い
く
。
会
場
使

用
料
の
減
免
は
、
今
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
は
対
応
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
に
関
し
て
は
な
い
の
で
、

豊
か
な
人
生
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
考
え
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。	

（
教
育
長
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

つ
い
て

問
　
市
が
目
指
す
平
成
22
年

ま
で
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

ゼ
ロ
地
域
解
消
及
び
ア
ナ
ロ
グ

そ
の
効
果
と
も
考
え
る
。

	

（
市
長
）

　
総
社
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
平
成
21
年
1
月

末
で
１
０
８
６
人
が
登
録
さ
れ
、

平
成
18
年
よ
り
約
１
０
０
人
増

加
し
て
い
る
。
経
済
状
況
に
よ

〈〈
根

馬

和

子
〉〉

高
齢
者
の
生
涯
学
習
に

つ
い
て

問
　
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化

す
る
社
会
の
実
態
を
考
え

る
と
き
、
高
齢
者
が
心
身
と
も

に
健
康
で
長
寿
を
保
ち
、
そ
の

持
っ
て
い
る
技
能
や
知
恵
を
生

か
し
て
社
会
参
加
で
き
る
た
め

の
高
齢
者
へ
の
生
涯
学
習
が
必

要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
高
齢
者
が
活
動
す
る
グ
ル

ー
プ
へ
の
会
場
使
用
料
の
減
免

を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
本
市
の
生
涯
学
習
は
、

公
民
館
、
分
館
が
独
自
に

企
画
す
る
も
の
や
受
講
生
が
企

画
す
る
も
の
を
中
心
に
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
き
よ
ね
夢

て
ら
す
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

等
全
て
で
５
０
０
講
座
あ
る
。

元
気
老
人
を
増
や
す
対
策
と
そ

の
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

老
人
も
社
会
参
加
に
よ
っ
て
健

康
増
進
と
何
か
の
達
成
感
が
得

ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
意
味

で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

存
在
は
大
き
い
。
総
社
市
で
の

活
動
は
ど
う
か
。

答
　
元
気
老
人
と
は
、
要
支

援
１
、
２
、
要
介
護
１
か

ら
５
ま
で
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
人
で
、
現
在

約
82
％
の
人
が
元
気
老
人
で
あ

る
。
こ
の
向
上
対
策
と
し
て
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
等

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
要
支

援
、
要
介
護
の
人
の
比
率
約
18

％
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
、

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
考
え

て
い
る
か
。

答
　
国
の
対
策
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
緊
急
雇
用
と
し
て
向

こ
う
３
年
間
で
申
請
中
も
含
め

て
１
７
０
人
の
新
し
い
雇
用
を

行
う
。
三
菱
自
動
車
の
10
万
円

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
４
千
円
の
助
成
も
行

っ
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
個
人
や
企
業
に
対

す
る
国
の
給
付
や
助
成
金
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
、
市
の
方

針
を
考
え
る
。	

（
市
長
）

元
気
老
人
対
策
に

つ
い
て

問
　
元
気
老
人
の
定
義
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

む
。	

（
市
長
）

〈〈
笠

原

武

士
〉〉

来
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て

問
　
来
年
度
の
予
算
規
模
及

び
増
加
と
減
少
の
部
門
は

何
か
。
ま
た
、
本
年
度
予
算
編

成
上
で
は
14
億
円
の
基
金
を
取

り
崩
し
た
が
、
来
年
度
は
予
想

税
収
の
マ
イ
ナ
ス
4
億
円
分
を

上
積
み
し
て
の
基
金
取
り
崩
し

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
本
年
度
の
２
３
０
億
円

は
超
え
な
い
。
重
点
項
目

と
し
て
、
弱
者
や
地
域
に
対
す

る
予
算
は
下
げ
た
く
な
い
。
ま

た
、
学
校
の
耐
震
に
も
取
り
組

む
。
ま
た
、
基
金
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
を
ベ
ー
ス
と
す
る
と
、

18
億
円
が
必
要
と
な
る
。
基
金

残
高
も
限
ら
れ
る
の
で
、
取
り

崩
し
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

た
い
。	

（
市
長
）

地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
い
て

問
　
国
の
経
済
対
策
は
各
種

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
市

独
自
の
対
策
は
あ
る
か
。
ま
た
、

対
策
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
人
へ

シルバー人材センターが活動する作業


